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内容

 PNOZmulti2のPL計算に使用する安全データ
 外部入出力機器の自己診断率（DC）
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PNOZmulti2のPL計算に使用する安全データ

PNOZmulti2ベースユニットおよび増設モジュールの
安全データは１つではなく、複数規定されています。
「ロジック」「入力」「出力」それぞれに安全データ
が規定されており、配線や設定方法に応じて利用する
データが異なります。

本項目では、構成のパターン毎に使用するデータの解
説をします。

注意：本資料ではPL計算の際に必要となる m B0の
データにのみ焦点を当てて解説をしております。各パ
ターンのPL計算そのものに関しては触れておりませ
んのでご了承ください。
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PNOZ m B0の取扱説明書より



①

②

③

PNOZmulti2のPL計算に使用する安全データ
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パターン１ 非常停止 ＋PNOZ m B0 + 電磁接触器(MC) （いずれも配線は二重化）

③MCへの2ch出力→
PNOZ m B0の取扱説明書より

①本体の制御→

②非常停止の2ch入力→



PNOZmulti2のPL計算に使用する安全データ
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パターン２ 非常停止 ＋ PNOZ m B0 + 電磁接触器(MC) （非常停止配線は二重化、出力は高度故障検出機能付き出力使用）

②非常停止の2ch入力→

①本体の制御→

③MCへの
高度故障検出

機能付き出力→

PNOZ m B0の取扱説明書より

①

②

③



①

②

③

④

⑤

PNOZmulti2のPL計算に使用する安全データ
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パターン３ 非常停止 ＋ PNOZ m B0 + PNOZ 8DI4DO + 電磁接触器(MC)（いずれも配線は二重化、増設モジュールより出力）

PNOZ m B0の取扱説明書より

②右側増設モジュールとの
接続の制御→

①本体の制御→

③非常停止の2ch入力→



①

②

③

④

⑤

PNOZmulti2のPL計算に使用する安全データ
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パターン３ 非常停止 ＋ PNOZ m B0 + PNOZ 8DI4DO + 電磁接触器(MC)（いずれも配線は二重化、増設モジュールより出力）続き

⑤MCへの2ch出力→

④増設モジュールの制御→

PNOZ m EF 8DI4DOの取扱説明書より

ポイント

💡💡ポイント：PNOZmulti2への安全評価に対して、
全部で5つの安全データが必要になる



①

②

③

④

⑤

PNOZmulti2のPL計算に使用する安全データ
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パターン４ 非常停止 ＋ PNOZ m B0 + PNOZ 8DI4DO + 電磁接触器(MC)（いずれも配線は二重化、増設モジュールより入出力）

PNOZ m B0の取扱説明書より

②右側増設モジュールとの
接続の制御→

①本体の制御→



①

②

③

④

⑤

PNOZmulti2のPL計算に使用する安全データ
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パターン４ 非常停止 ＋ PNOZ m B0 + PNOZ 8DI4DO + 電磁接触器(MC) （いずれも配線は二重化、増設モジュールより入出力）続き

⑤MCへの2ch出力→

③増設モジュールの制御→

PNOZ m EF 8DI4DOの取扱説明書より

④非常停止の2ch入力→

💡💡ポイント：増設モジュールのみで入出力が
完結する場合でも①②の値は必要



①

②

④

⑤

③

PNOZmulti2のPL計算に使用する安全データ
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パターン５ 非常停止 ＋ PNOZ m B0 + PNOZ 8DI4DO × 2 + 電磁接触器(MC)（いずれも配線は二重化、m B0より入力、

8DI4DOより出力）

PNOZ m B0の取扱説明書より

②右側増設モジュールとの
接続の制御→

①本体の制御→

③非常停止の2ch入力→



①

②

④

⑤

③

PNOZmulti2のPL計算に使用する安全データ
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パターン５ 非常停止 ＋ PNOZ m B0 + PNOZ 8DI4DO × 2 + 電磁接触器(MC) （いずれも配線は二重化、m B0より入力、

８DI4DOより出力）続き

⑤MCへの2ch出力→

④増設モジュールの制御→

PNOZ m EF 8DI4DOの取扱説明書より

💡💡ポイント：②の値を2回使う必要はない



①

②

③

PNOZmulti2のPL計算に使用する安全データ
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パターン1によるPL計算例

④
非常停止

入力
PFHD

①
m B0
入力
PFHD

②
m B0

ロジック
PFHD

③
ｍ B0
出力
PFHD

⑤
MC
出力
PFHD

＋ ＋ ＋ ＋

＝パターン１の安全回路のPFHD
＝パターン１の安全回路のPL 

④

⑤
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 PNOZmulti2のPL計算に使用する安全データ
 外部入出力機器の自己診断率（DC）
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外部入出力機器の自己診断率（DC）

外部入出力機器の自己診断率（DC）
は配線方法や使用方法により異なって
きます。
本項目では、機器ごとのDCの決定例
を紹介します。

※DC: 自己診断率
自己診断率 (DC) とは、安全機能の有効性
( 故障検出能力) の尺度のこと。0～99%
で表される。

DCの詳細はEN ISO13849-1等で
ご確認ください。
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外部入出力機器の自己診断率（DC）
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ケース1：入力機器（ドライ接点出力）のテストパルスの有無
２ｃｈ配線において、テストパルス使用の有無により、DCが変化します。
※テストパルス：PNOZmulti2に備わっている2ch入力間の短絡検出機能

PNOZmultiコンフィグレーターで「入力回路の短絡検出」にチェックを入れることでテストパルスが使用可能に
なります（下図）

テストパルス使用時は DC ＝ 99％、未使用時は DC = 90％ の達成が可能となります。

テストパルス
入力機器の
自己診断率

（DC）

有 99％

無 90％

非常停止ボタン 機械式安全スイッチ



外部入出力機器の自己診断率（DC）

16

ケース2：入力機器（OSSD出力）のテストパルスの有無
入力機器によっては自身が安全出力（OSSD）を備えている種類もあります。
その場合、PNOZmulti2のテストパルスによる短絡検出はできません。
しかしながらOSSD出力自体に短絡検出機能を備えているため、ケース１のテ
ストパルス有の場合と同等のDC、つまり DC = 99% が達成できます。 RFID式

非接触型スイッチ

入力機器の
自己診断率

（DC）
OSSD
出力有 99％

※OSSD出力の場合、「入力回路の短絡検出」のチェックを必ず外してください。

ライトカーテン



外部入出力機器の自己診断率（DC）
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ケース3：出力機器のフィードバックの有無

フィードバック
信号

出力機器の
自己診断率

（DC）

有 99％

無 0％

出力機器となるMCや安全リレー等は、接点の溶着監視のためのフィードバック信号が
備わっています。

このフィードバック信号使用時は DC = 99%、未使用時は DC = 0%となり、大き
く変化します（DC = 0% の場合、達成できる最大のPL = cとなる。）
PNOZmultiコンフィグレーターで「フィードバックループ使用」にチェックを入れる
ことでフィードバック信号をPNOZmulti2本体で監視することができます（下図）

電磁接触器(MC) 強制ガイド式
安全リレー
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